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都市計画局企画調査課では、パー トナーシップのまちづくりを進めるため、まちづくりに関する情報誌を

だすことになりました。この情報誌は、趣旨に賛同して集まった市民と企画調査課で作ちています。具体的

な地域のまちづくりの事例を中心に、活動支援制度、行政や企業のかかわり方などを紹介 していきます。
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くわくわ森を知つていますか
―森 を

いつ,ど んな時に見ても美しいと思えるもののひとつに

木もれ日があります。良く晴れた日,豊 かな緑を擁 して大

きく手を広げた木の下で,何 ともいえない安らぎを覚えた

経験はありませんか? 緑 のもつ潜在的な力は,暮 らしに

不可欠なものです。 しか し,都 市部に住む多 くの人が,
「緑に囲まれて暮らすことなど所詮無理。せいぜいリビン

グに観葉植物を置き,ベ ラングに鉢植えが関の山」と考え

ています。

視点や認識を改めてみるのは大切なことです。自分の居

住環境の中に,豊 かな緑はないでしょうか。みんなの森だ

けど,同 時に自分の森になる可能性を含む場所が案外近 く

にあるはずです。今ある自然を大切にしつつ,さ らに豊か

にしていくことを一人ひとりが意識 し,自 分にできること

を無理な く実行 して大きな実現につなげた好例があ りま

す。

地域住民と行政が力をあわせて,1997年 (平成9年)11

月に全面オープンした泉区の 「天王森泉公園」です。1月

のある土曜日,天 王森泉公園に伺い,天 王森泉公園友の会

会長,戸 田浩司さんにお話を聞きました。

この森 は ど こにあ ります か ?

地域の子どもたちに 「くわ くわ森」と呼ばれている天王

森は,泉 区の南端,戸 塚区との区境に近 く,泉 区内を南北

に流れる和泉川下流域東岸の〕斜面樹林地の一角にあ りま

す。

◆ 「緑地保全地区」
「緑地保全地区」とは,良 好な自然環境

を形成 している緑地を,快 適で住みよい街

づ くりを目指 して将来にわたり保全 してい

くために,法 律 (都市緑地保全法)に 基づ

いて都市計画に定める緑地保全tll度で,平

成 9年 二月末までに 17地 区 78.5ha が 指定されています。

指定後は,管 理行為以上に樹木を切つてしまったり,建 物の新

増改築や,土 地の造成等をすることに制限がかかります。

なお,横 浜市では地区指定に際し,土 地所有者の同意を得ま

して指定手続きを行うことにしています。

◆ 「市民の森」・「ふれあいの樹林」

また,横 浜市独自の緑地保全制度に 「市民の森」や 「ふれあ
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いか した まちづ くり 「天 王 森 泉 公 園 」―

横浜 ドリームラン ドの北西数百メー トルに位置する約

3.5haの泉区最大の地区公園ですが,ま だ市販の地図に公

園名は記載されていないようです。周囲は水田をはじめ農

地が多 く,ま た公園内は雑木林や竹林,豊 富な水量の湧水

を活かした 「わさび回」や自生するゲンジボタルなど,豊

富な自然が残されています。

水J縁 豊かな天王森の公園づくりは,

どのようなきつかけで始まりましたか?
1 9 9 4年 (平 成 6

年),公 園建設予定地

を含む天王森地区で,

泉区の呼びかけで水を

いかした街づ くりを考

えるワー クシ ヨップ

「水のまち」
'94 in

IZUMIが 開催され

ました。このとき公募

や自治会推薦等で参加

した市民スタッフが,

公園の予定地視察やイ

メージの検討もしまし

た。

(→次頁左上へ続く)

いの樹林」があります。これは,土 地所有者の方から市が緑地

をお借 りして散策路や休憩所など簡単な整備をした後に〕皆さ

まにご利用していただく制度です。

管理 ・運営については,周 辺地区にお住まいの方々などが愛

護会を結成 し,年 間を通 して活動を行つています。これらの制

度は,土 地所有者のご理解があつて成 り立つているため,所 有

者の方に迷惑をかけることがないよう,ま た,お 互いに快適に

利用することを心がけていただけるようにお願いいたします。

制度の指定地は,緑 政局発行の 「横浜市公園緑地配置図」で

確認できます。また,緑 政局緑政課,各 農政事務所で案内バン

フレットをお配 りしています。

問い合わせ先 :緑政局緑政課 TEL.671-2624
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このワークシヨップ 「水のまち」が天王森での公園づく

り市民参加の始まりと,私 は位置づけています。私もここ

から天王森にかかわつてきました。 「水のまち」に参加 し

た地元の中和国南小学校の子どもたち (当時4年生)が 発

見した水の魅力は,きれいな 「せせらぎ」,い ろいろな生

き物の棲んでいる 「流れ」,そ して水遊びのできる 「水

辺」でした。

こうした子どもたちの提案やアイデアは,1995年 (平成7

年)に 泉区と緑政局が呼びかけた 「公園計画づ くリワーク

ショップ」に引き継がれ/AR園整備の中に反映されていま

す。このワークシヨップでは応募した20～30人の人を中心

に,施 設などのハー ド面だけでなく公園の利用や運営など

のソフト面についても話し合いを重ね,公 園のイメージを

ふくらませていきました。

公園の運営 につ いては ,市 民は どの よ うな

準備 を して きたのですか ?
「公園計画づくリワークシヨップ」の回を重ねながら,

ヮークショップに参加した市民を中心に,公 園全面開園ま

での2年間,天 王森の豊かな自然を維持 ・活用しながら公

園完成後の運営を考えていこうと,「 天王森泉公園運営準

備会」を自主的に発足させました。自然観察会などの活動

を実施しながら経験を蓄積し,行 政との話し合いも続け,

公園の将来像や,公 園を市民が自主的に運営するための組

織についての検討もしてきました。
「水のまち」の際に発行されていた 「天王森通信」を

F準備会」で引き継ぎ発行 し,コ アゾーン (竹林,わ さび

田,畑 ,池 ,流 れ,古 民家)の 整備や使い方を話 し合う

「公園コアゾーン計画づ くリワークシヨップ」が緑政局主

催で行われたときには,地 元6,500世帯に 「通信」を通 じ

て毎回話し合いの内容を知らせるとともに,新 たな参加者

も募 りました。18自治会町内会にお願いして回覧した 「通

信」は,現 在も続けて発行しています。

「準備会」は1996年度 (平成8年度)に は環境保全局か

ら環境保全活動助成金を受け,活 動を充実させることがで

きました (1997年 度 (平成9年 度)も 助成 を受けまし

た)。

さらに同じ年に,公 園愛護会に登録され,ま た市民水環境

調査協力員 (団体)に も採用されました。これらは,メ ン

バーの環境保全への意識向上に大いに役立ちました。

と ころで ,戸 田 さん が所属 す る F天 王森 泉

公 園友 の会 」 とは ,ど ん な会 で す か ?

公園内には 「天王森貨鏡 という,市 の歴史的建造物に

認定された古民家があります。これはかつて和泉川沿いで

盛んだつた製糸産業の唯一の遺構で,明 治時代に建てられ

た木造2階建ての製糸場本館 (接客や宿舎として使われた

建物)を 公園施設として復元したものです。見学や体息の

場として使われるだけでなく,展 示や講習会なども行うこ

とができ,サ ークル活動やイベントにも使われています。

「天王森泉公園友の会」はこの古民家の管理 ・運営を市

から委託されて行う他に,「 通信」の発行,行 事の企画運

営,雑 木林の管理など,天 王森の自然を守 り育みながら活

かし楽しむボランティア活動を行つています。開園を控え

た1997年 (平成9年)春 ,公 園運営に参加するボランティ

アを公募し,集 まつた人たちの話し合いで発足させた会で

す。

今後 の夢 は何 で す か ?

天王森での活動が始まつてから公園開園まで3年半もの

時間があ り,公 園づ くりという身近で入 りやすいテーマ

だつたこともあつて,多 くの議論を重ねながら参加者の思

いがまとまつていつたように思います。議論に時間がとれ

たとはいつても,実 際に公園が開園してみると話し合つて

いなかつたことや決めなければいけないことがたくさん出

てきました。さらに/AR園の自然を自分たちの手で守つてい

くことを始める。…,い よいよ本当の意味での公園づくり,

まちづくりのスター トです。先ずは多くの人に来園してい

ただき,天 王森のすばらしさを知つていただく。次に行事

や森の作業などの活動に参加 して天王森を楽しんでいただ

きたい。その結果,こ の里山,こ の公園が維持され,さ ら

に地域にあたたかい人の輪が広がる。天王森がそんなまち

づくりの拠点になることを願つています。

(→次の頁の左下へ続 く)

IQ&A 蒜き  環
境保全局の 「環境保全活動助成制度」

1 制 度  ]
A.街 区公園を中心とした地域に身近な公園では,

公園が清潔な環境で地域の方々の悪いの場 ・コミユニ

ケーションの場として十分活用されるよう,公 園周辺

の地域の方々に会を結成 して頂き,清 掃 ・除草,樹 木

への水や り,公 園の利用に関する地域への呼びかけな

どを行つてもらつています。これが 「公園愛護会」で

す。

自治会 ・町内会を主体として市全体で約1,900団体

が結成され,月 数回密曜日など活動しやすい日に作業

しています。主な活動は清掃ですが,公 園に対する市

民ニーズの多様化に伴つて愛護会に対する要望も変化

してきており,最近では樹林や池など自然が多く残つ

ている公園の愛護会は,こ れらの施設の管理なども

行つています。

今後.清 掃活動に加えて公園利用の活性化を図るた

めの方策について検討していきたいと考えています。

なお,愛護会に関する問い合わせは,緑 政局公園部

管理課(TEL.671‐2643)ま でご連絡ください。

この助成制度は,「 横浜市環境保全基金」を活用

した事業の一つで,市 内で自主的な環境保全活動を

行つている市民団体の活動費を助成するものです。 |
紹介

環境保全活動の充実 ・発展を意図 した新たな取組
|   十 一 」

達懸品〔看亀ぅ
卜
とン 隆及亀あ蘇准蒸毛拷盃晟子者牟'とす骨

ル ・アシスト」 (限度額50万円)の 2種類があります。        |

助成を受ける場合には,定 められた申請書類を提出していただき,|

を骨畳ン3岳         闘暑縁爵増母暑キ是晶J
O年 度の締め切 りは 3月 20日 です)               |

なお,助 成団体の皆さんが活動の成果を発表 し,他 の団体との交流召

進める場として,毎 年3月に 「成果発表会」を開催 しています。    1

今回は3月14日 (土)に rフォ_ラ ムよこはま」で行います。    |

■担当窓日 ・問い合わせ先 :環境保全局環境政策課

(TEL.671-2484  FAX. 224‐ 6627)
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新春カルタ会 ,春 の竹の子堀 り大会 ,夏 のホタル鑑

賞.…,季 節毎の様々な行事もあります。みなさんもぜひ一

度お越 しになつてください。

戸田さんに案内していただき,雪 化粧された森の中を歩

いてみました。

斜面緑地の中にある小さな谷戸。美しい水がこんこんと

わき出ています。ワサビの葉が寒さにも負けずに青々と

し,竹 林の立派な竹は天を突 くように吃立しています。春

の革花,初 夏のホタルの舞い,ど れもこれも楽 しそうと思

いをめぐらせます。公園の持つ自然資源のすばらしさの他

に,公 園にたずさわつている人たちが楽しんでやつている

ということもその原因の一つと感じられました。

またたく間に時は過ぎ,冬 の夕暮れ。田園風景の遠 くに

丹沢連峰,富 士山がシルエットを見せています。雪景色の

天王森は,遠 い別世界に旅 しているような錯覚を覚えまし

た。手塩にかけた森を誇らしく愛おしむ気持ちは,公 園づ

くりにかかわつた人たち 共通の思いでしよう。人づ くり,

まちづくりを育むこの公園に,次 回は青空の日に訪れて,

思いつきり木もれ日のシヤワーを浴びたいと思つていま

す。 (蟹沢 。大貫)

■天王森泉公園事務所 TEL:804-5133.

問い合わせ時間10時～16時

休館日 :火曜日 (祝祭日の場合は翌日)お よび年末年始

(財)東 京横浜独逸学園 (都筑区茅ケ崎

南)校 長ミラー ・ギュンター氏に, ドイ

ツ人のまちづ くりと森についての考え方

をお間きしました。

私たちは森を大切にしてお ります。森に入ると心が安ら

ぎ,森 林浴など健康に大切なことが良 く分かつているからで

す。

私の生まれたフュッセンのまちは100mも 歩けば森に入 り

ます。森と共に暮 らしているといつても過言ではありませ

ん。私は都会に住むことも出来るのですが,私 が本当に安心

して暮らして行けるところはこのまちなのです。いつかはこ

のまちに帰るつもりでいます。日本流にいえば 「森に圏まれ

た私のふるさと」なのです。

まちが森と共にあ り,自 然の良い環境に囲まれて暮らすと

いう事は, ドイツ人のだれもがこのような考え方であり,一

般的な考え方なのです。まちづくりも森づくりも共に進めら

れるのです。

教育的な面で言えば,当 学園がこの地にあるという事は,

幸せです。静かな緑に囲まれた環境で精神を集中して学べる

という事は,教 育上とても大切な事です。またこの様な恵ま

れた環境の中で日本も多くのまちづくりが出来ればよいと思

います。人が暮 らして行 く上で,自 然に囲まれた良い環境

は,本 当に大切な事だと思います。 (鴻田)



市民参加 の森 づ くり ・よ こは ま

平成6年に始まつた緑政局の 「よこはまの森育成事業」は、横浜市内

に残された雑木林や人工林などの森を、市民の手により守つていこうと

いう動きを支援するものです。そのカウンターパー トとして、8年には
「よこはまの森フォーラム実行委員会」が結成され、まさに市民と緑政

局の対等なパー トナーシップで事業をすすめています。

当初、よこはまの森育成事業のフィール ドは、公園や市有緑地などの

横浜市が所有する森でした。それが平成8年から市民の森にも活動が広

がり、地主さん達と一緒の間伐作業や下草刈りが始まりました。共同作

業をする中から、当初は 「市民にどこまでできるか」とちょつと不安げ

だつた地主さん達の考えが、 「市民もなかなかやるな」に変わつてきた

のです。市民側も 「音から職業として受け継がれてきた技術はすごい」

と驚くこともしばしばで、伝統的な技術 ・手法を教えてもらい、力量

アップに結びつけています。

お互いの力量を認めあつたところで、 「私の所有する森もやつてほし

い」という他の地主さんの声も出てきて、私有緑地のフィール ドが増え

てきました。

今年は全国雑木林会議が横浜で開催されます。これも一つのジャンプ

アップの機会として、横浜での森づくりは、地域での幅広いネットワー

クを上台にして、更なる躍進を考えています。

問い合わせ先 :緑政局緑政課

TEL.045(671)2625

「流域沿岸サ ミッ トin野 島,平 潟湾」

～ 「流域」と 「沿岸」の新 しい関係づ くりのために～

金沢区にある野島 ・平漏湾は,横 浜で唯一自然海岸が残つており,市

民がそこの保全再生を目指した活動に取り組んできました。

昨年3月の横濱金澤まち博覧会で 「市民が提案する野島 ・平潟湾のマ

スタープラン (将来像)」 の骨子を発表して以来〕横濱金澤地域総合研

究集団 (KYATS)で は,野 島 ・平潟湾をフィール ドとして,生 き物調
査やごみ清掃】地元の古老や漁師さんの話を聞く会,「金沢水の日」で

参加者へのアンケー ト調査等の様々な手法でマスタープランの肉付け作

業を継続して行つて来ました。その結果がとうとう 「野島 ・平潟湾フィ
ール ドミユージアム構想」としてまとまり,3月 1日に野島青少年研修
センターにて 「沿岸サミット」を開催して,広 く市民に公開し,議 論じ

ました。
「フィール ドミュージアム構想」とは野島 ・平潟湾全体を多摩三浦丘

陵や東京湾の広がりの中で,ネ ットワーク型の生きた博物館にしてしま

おうというものです。この,「 フィールドミュージアム構想」を実現し

ていく上での大きなポイントは,干 潟や自然海岸の保全活用等をテーマ

に市民と大学,企 業,行 政の4者の協力連携関係を築くこと,そ して金

沢区という行政区を越えた,東 京湾沿岸と多摩三浦丘陵流域の自治体や

市民活動とのネットワークを形成することです。当日は,あ いにくの悪

天候にもかかわらずポランティアによる干潟への章の植裁を行つたり,
また,様 々な立場の人々からの活発な意見が交わされ,構 想実現への一

歩をふみ出しました。 (横濱金澤地域総合研究集団 KYATS)

問い合わせ先 :金沢区役所区政推進課企画調整係

TEL.045(788)7727

田 市 民活動フェアリ8 ～ 出会いと交流の市場～

「とどけよう未来へのメッセージ」 「つたえよう私たちの心」

連絡先

平成10年3月 21日 (祝 )22日 (日 )
かながわ県民センター (横浜駅西日三越裏)

市民活動フエア
'98実

行委員会

かながわ県民活動サポー トセンター

:佐藤 TEL . 0 4 5‐98 3 , 7 5 3 6

参カロ市民団体によるシンポジウム)ワ ークショップ,展 示な

どの企画が90,45団 体のお店が並ぶフリーマーケットなど

ロ シ ンポジウム 「横浜沿岸 ・東京湾岸のパー トナーシップ型

環境修復をめざして」

(日本海洋学会 サ テライ トフォーラム)

日時 :4月 4日 (土)午 後5時20分～8時40分

場所 :横浜市立大学 (京浜急行金沢八景駅下車)

○第1部 報 告及び討論 (年後5時20分～7時00分 )
,「横浜市金沢区沿岸のパー トナーシップ型保全」
工藤孝治 (神奈川県水産総合研究所)

・「沿岸環境修復へのアプローチ」

棚瀬信夫 (鹿島建設技術研究所)

○第2部 交 流討論会

(午後7時10分～8時40分。第2部のみ懇親会費500円 )

問い合わせ :前 日まで 金 沢区役所区政推進課企画調整係

TEL.788‐7727 FAX.788‐7788

当日   横 浜市立大学経済研究所

TEL.787‐2063

主催 :横浜市立大学経済研究所/横浜市金沢区役所/横濱金澤

地域総合研究集団

時

所

催

催

日

場

主

共

この情報誌は,「 パー トナーシップのまちづくりを進めるための情報誌」という趣旨に賛同して集まつた市民と都市計画局企画調査課で

作つています。編集会議は,同 じような思いを持つ方なら,ど なたでも参加できます。また,こ の情報誌は各区役所,地 区センターなどで配

布しています。続けて読みたいぅという方には個別にお送りしますので,ご 意見 ・ご感想をお聞かせください。

横浜市のホームベージの中に 「ヨコハマ 人 。まち」のホームベージを開設しました。この印刷物とほぼ同じ内容のものがインターネット

でご覧になれます。インターネット版では,都 市計画のキーワードやまちづくりのQ&Aを 少しづつ貯めていく予定です。バックナンパーも

ごらんになれます。 (http://WWWぃ 。ity,yokohamaコ ip/me/hitomati)

第4号は,「生涯学習とまちづくり」を編集テーマに予定していまう。

編集 :「ヨコハマ 人 。まち」編集会議

発行 :横浜市都市計画局企画調査課  〒 231-0017 横 浜市中区港町 1-1

TEL  045-671-3512 FAX  045-663-3415

*弓 読みづらい」といつた声を受けて,少 しレイアウトなど変えてみました。いかがでしょうか。他にもいろいろとご意見をいただ

きありがとうございます。編集会議への参加,購 読希望,ご 意見などはこちらへ !

籍 号の編集メンバーは

飯塚 慎 司,大 員 浩 ,樫 山 恵 美子,蟹 沢 れ い子,鴻 田 益 孝,重 岡 昭 男,谷 田 和 豊〕松井 祐子

川崎 あ や,川 瀬 泰代,賀 谷 ま ゆみ,鳥 山 稔  (協 力者)戸 田 浩 司              で した。
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